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ハンドサインで
ストップ運動！

～歩行者とドライバー相互の思いやりで、安全で安心な北海道の横断歩道～

において、信号機の設置のない横断歩道
互いに意思の疎通を歩行者とドライバーが

横断方法をすることにより、歩行者被図る
害の 運動です。事故抑止を図る

～歩行者は～
・ 道路を横断するときは、 ま横断歩道を渡り
しょう。
横断する前に 左右の・ 、車が来ていないか

合図（ハン安全を確認し、手をあげるなどの
ドライバードサイン）をして、横断することを

ましょう。に知らせ
・ 会釈するなど止まってくれたドライバーに

伝えましょう感謝の気持ちを
・ し、車横断するときは左右の安全を確認
が来ていないか確認しましょう。

～運転者は～
・ です。横断歩道は歩行者優先

歩行者横断歩行者又は横断しようとする
ましょう。がいるときは必ず止まり

歩行者に対し・ 横断しようとする
「お先にどうぞ」

と をしましょう。手で合図（ハンドサイン）
・ 道路上の を知ら「◇」マークは、横断歩道
せる表示です。

横断歩道手前で停止で◇マークを見たら
きるよう、 走りましょう。安全な速度で
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